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Abstract

The positron beam transport is being designed and constructed. The 

transport design has been finished except the high current lens which is used 

just after the positron radiator. The quadrupole magnetss several focusing 

coilss their power supplies and part of the beam monitors were fabricated last 

financial year8

1 珍はじめに

ト す ス タ ン の 入 射 器 と し て 建 設 中 の ポ ジ ト ロ ン リ ニ ア ッ ク は 最 終 年 度 に 入 っ た @ ポジ 

ト ロ ン リ ニ ア ツ ク 及 ぴ 収 束 系 は 次 の 様 な 仕 様 で 製 作 さ れ て い る ン

電 子 ：L ネ ル ギ ー 2 0 0 M e V ± 1 %

強 度 1 0 A

パ ル ス 輻 2 n s © c ( F W H M )

繰 り 返 し ^ 5 0 H z

_ 獲 陽 電 子 エ ネ ル ギ ー 幅 ’ 5 〜 1 5 M e ¥

エ ミ ツ タ ン ス 0 9 1 5 K 金M e V / c ® c m

予 想 強 度 1 0 m A

陽 電 子 エ ネ ル ギ ー 2 5 0 M e ¥ ± 4 %

1 9 8 3 (昭 和 5 8 ) 年 度 に は 基 本 的 な 軌 道 計 算 を 終 え 、 四 極 電 碰 石 、 圆 極 電 碰 石 用  

電 源 、 ビ_ ム モ ニ タ ー の 一 部 の 製 作 な ど を 完 了 し た ン 1 9 8 4 (昭 和 5 9 ) 年 度 か ら は 収  

東 用 コ イ ル 、 同 電 源 の 製 作 、 ポ ジ ト ロ ン 補 獲 用 大 電 流 ソ レ ノ イ ド 及 ぴ 電 羅 の 設 歡 製 作 を 邋  

め て い る •

2 . 全 体 の 構 成

第 一 図 に 収 束 系 の 全 体 図 を 示 す 。 加 速 ユ ニ ッ ト の 前 半 3 ユ ニ ッ ト は 短 パ ル ス 電 子 ビ ー  

ム を 約 2 0 0 M  e V ま で 加 速 す る 。 1 0 A の 大 電 流 の た め バ ン チ ャ ー を 出 る ま で は 一 様 な  

ソ レ ノ イ ド 繊 場 で 収 束 し 以 後 ポ ジ ト ロ ン タ ー ゲ ッ ト ま で 5 台 の 四 極 電 磁 石 ト リ ブ レ ッ トで 

収 東 す る ， 後 半 は ポ ジ ト ロ ン の 収 量 を 稼 ぐ た め に 大 き な エ ミ ッ タ ン ス の ビ _ ム を 鍮 送 す る 。
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タ ー ゲ ッ ト の 直 後 に 約 4 m の ソ レ ノ イ ド を 置 き 、 そ の 後 は 9 台 の ト リ ブ レ ツ ト で 収 束 し 3 

0 度 儷 向 ビ ー ム ト ラ ン ス ポ ー ト 系 に 蘭 ぐ @

第 二 図 は バ ン チ ャ 一 部 の 収 束 コ イ ル で 1 5 個 か ら 成 る 。 1 個 の コ イ ル は 外 径 4 O c m  

内 径 2 0 c m で 、 幅 4 » 6 c m と 6 • 3 c m の 二 種 類 あ り 、 各 々 2 X 4 m m の 平 角 線 を 3 

2 0 及 び 4 8 0 タ ー ン 卷 い て い る d 各 コ イ ル の 真 ん 中 に は ホ ロ ー コ ン ダ ク タ ー に よ る 拎 却  

円 板 を 挟 ん で い る • 最 大 磁 場 は 約 5 0 0 ガ ウ ス 出 る • コ イ ル と コ イ ル の 間 に は S 一 1 0  C 

の イ コ ラ イ ザ 一 板 を 入 れ 磁 場 の 均 一 化 を 計 っ て い る •

第 三 図 は 陽 電 子 発 生 部 の 収 束 コ イ ル で 、 間 に 冷 却 板 を 挟 ん だ 外 径 5 0 c m 、 内 径 2 0 

c m 、 幅 6 • 8 c m の コ イ ル 4 8 個 か ら 成 る 。 最 大 磁 場 は 2 キ ロ ガ ウ ス で 、 こ の コイルも  

ィ コ ラ ィ ザ 一 板 と 磁 気 リ タ ー ン を 用 い て い る • タ ー ゲ ッ ト 直 後 の 大 電 流 ソ レ ノ イドはハ*ル 

ス で 駆 動 す る こ と を 検 討 し 設 計 中 で あ る 〃

3 . 建 設 状 況

写 真 1 は 第 2 ユ ニ ッ ト の 組 み 立 て 作 業 状 況 を し め す @ 加 速 管 及 び 四 極 電 識 石 を 載 せ る  

架 台 は p  f y ニ ア ッ ク と 同 様 の レ ー ザ ー 光 を 用 い た ア ラ イ メ ン F 方 法 で 設 置 さ れ る ，

写 真 2 は 四 極 電 識 石 ト リ ブ レ ッ f で 外 径 2 4 c B K ボ ア 径 3 e 5 c m 、 長 さ 5 e m 、

1 0 c m .  2 0 e m の 3 種 類 の 磁 石 を 組 み 合 わ せ て 作 っ て い る e コ イ ル は 空 冷 で 2 m m の 

ホ ル マ ル 線 を 3 2 8 タ ー ン 巻 い て エ ポ キ シ 樹 脂 で 真 空 含 侵 し て い る 。

今 年 度 は ソ レ ノ イ ド コ イ ル 、 パ ル ス コ イ ル 、 间 電 灘 、 餳 _ 電 磁 石 の 製 作 、 及 び 総 合 綴  

み 立 ャ を 行 な う 予 定 で あ る @

第 1 図 ポ ジ ト ロ ン リ ニ ア ッ ク 全 体 園 〃 （1 ) 電 子 統 （2 ) 大 電 流 短 パ ル ス 用 収 束 コ イ ル  

( 3 ) 鷗 電 子 発 生 甩 タ ー ゲ ッ F ( 4 ) 大 電 流 パ ル ス コ イ ル （5 ) 陽 電 子 用 収 束 コ イ ル  

(6 ) 3 0 度 僱 向 ビ ー ム ト ラ ン ス . ポ ー ト ( 7 ) 既 設 P F 2 ン 5 G  e V ， ニアック
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第 2 _ 大 電 流 短 パ ル ス 電 子 ビ ー ム 収 東 用 コ イ ル # ( 1 ) 電 子 毓 （2 ) 電 流 モ ニ タ ，

( 3 ) プ リ パ ン チ ヤ ー ( 4 ) バ ン チ ヤ 一 ( 5 ) 四 極 電 磁 石 ト リ ブ レ ッ ト

( 1 ) ( 2 )  (3)

H-

(4) (5)

4 m

3 0 0
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第 3 図 陽 電 子 収 東 用 コ イ ル ， ( 1 ) 位 置 モ ニ タ ー （2 ) 陽 電 子 発 生 用 タ ー ゲ ッ  

( 3 ) 大 電 流 パ ル ス コ イ ル ( 4 ) 一 様 磁 場 用 ソ レ ノ イ ド （5) 4 m 加 速 管

写 真 1 ポ ジ ト ロ ン リ ニ ア ツ  

ク 第 2 ユ ニ ツ ト の 繼 み 立 て 状  

況 @ 架 台 は レ ー ザ 一 ビ ー ム に  

よ っ て ア ラ イ メ ン ト さ れ る • 

加 速 管 内 に は 4 m 每 に R F が 

フ イ 一 ド さ れ る o

麵
写 真 2 ポ ジ ト ロ ン リ ニ ア ツ

ク で 使 用 す る 四 極 ！® 電 纖 石 ， 

外 径 2 4 c m 、 ボ ア 3 • 5 c 

m s ヨーク長1 0 c m 、2 0  

c m 、 1 0 c  m の 磁 石 で ト リ  

プ レ ツ ト に し て い る •
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